
別紙様式第10号

殿

令和5年5月31日

 近畿農政局長

与謝野ホップ振興協議会 　会長　山本雅己　

令和４年度　山村活性化対策実施評価の報告について

 　農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領（平成30年３月28日付け29農振第2261号農村振
興局長通知）の第９の１の（１）の規定に基づき、関係書類を添えて報告します。



別紙様式第11号

１．事業名 山村活性化対策事業

２．事業実施主体名与謝野ホップ振興協議会

３．事業概要
・事業目的

・事業費・交付額(単位:円) 事業費 4,587,141円 交付額 4,121,168円

・事業実施期間 　　 令和４年５月１６日　～　　　 令和５年３月３１日

４．実績評価

（１） 目標の達成状況等の総合的評価

（２） 取組状況

（３） 事業実績

令和４年度　山村活性化対策事業実施評価書

　コロナも3年目となりホップ、東京ビックサイトでの商談展示会にも参
加できるようになり、調整がつく限り参加しました。また町内でホップ
キャンプや与謝野ホップレンジャー（ホップ栽培体験）等イベントを開
催し、交流人口の増大に向けて取組、町内外へ情報発信に取り組み
ました。

・地域農産物（ホップ・クラフトビール）の品質向上、製品の多様化
⇒5品作成（ホップオイル、ホップウオーター、粉砕ホップ、パン、コー
ヒー）
⇒ホップオイルを作成し、商品形態の調査を実施
・地域農産物（ホップ・クラフトビール）の販路拡大、販売促進
（下記のイベントに企画、参加）
⇒ホップキャンプの実施＠与謝小（7/23～24）
⇒ホップ収獲体験＠ホップ圃場（7/16、8/6）
⇒グルメダイニングショー＠東京ビックサイト（9/7～9/9）
⇒京都府農林水産フェスティバル＠京都パルスプラザ（11/26～27）
⇒老舗フェスティバル＠渋谷ストリーム（10/20）
⇒京都府農林水産フェスティバル＠京都パルスプラザ（11/26～27）
⇒京都クラフトビール博覧会（2/19）＠ホテルグランヴィア京都

　与謝地域の関連団体が連携、協力し、地域農産資源
（ホップ）を活かした地域内経済の循環や地域内で直面し
大きな問題となっている高齢化や担い手不足等の解決を
目指す。



（４） 実施体制

（５） その他事項

５．事業実施結果

・目標達成状況
指標 目標値 実績値 達成率

・ホップ・クラフトビール販売額（千円） 単年度 7,650 13620 187%
・雇用の増加（人） 累計 2 3 150%
・ホップ生産人口の増加（人） 累計 9 11 122%
・新商品開発（品） 単年度 2 4 150%
・交流人口の増加（人） 累計 250 1876 750%

・ホップ・クラフトビール販売額 ・・・
・雇用の増加 ・・・
・ホップ生産人口の増加 ・・・
・新商品開発（品） ・・・
・交流人口の増加 ・・・

・所見

・販売額について
⇒ビール販売額は、目標額13,620千円に対して　販売額25,555千円
・雇用について
⇒ホップ農家雇用としては目標2名に対し　実績は1名でした。
・ホップ生産人口は
⇒ホップ生産者として目標１１人に対し９人
・加工品の開発について
⇒ビール以外で実際に販売した例としては、珈琲、アクセサリー、パ
ンがあります。目標４品に対し３品
・交流人口の増加について　目標250名に対し1,876名
⇒与謝野ホップレンジャー　197名
⇒与謝野ホップレンジャーFB　フォロワー1679人

・与謝野ホップ振興協議会（事業主体）は、事業実施に際し、総会、
役員会の実施や関係機関と連携し、事業を進めました。

（計測方法）
町内クラフトビール事業者聞取り
実際協議会（構成団体含む）で雇用している人
京都与謝野ホップ生産者組合員
与謝野ホップを使用した加工品の数
与謝野ホップレンジャー登録者数、FBフォロワー

　令和4年度もコロナ禍ではありましたが、少しづつイベントの実施や参加をし、関係人口
の増大に向けて取り組みました。また並行してこれまでに引き続き新商品の開発を実施し
ました。



別紙１-１

R２ R３ R４

京都府 与謝野町 与謝野ホップ振興協議会 ● ● ■ A
　　与謝野ホップを使用した広報活動、加工品の開発、イベントの実
施等により、交流人口の増加等に取り組みました。

（注１）　「事業実施段階」の凡例：　　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調

令和４年度　農山漁村振興交付金（山村活性化対策）
事業実施主体　評価結果

１．事業評価の実施

　令和４年度に実施された農山漁村振興交付金（山村活性化対策）の事業について、「農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領」（平成30
年３月28日付け29農振第2261号農林水産省農村振興局長通知）の第９の１の（１）の規定に基づき、評価を行ったので、その結果を公表する。

２．評価結果
事業実施段階

３．第三者の意見聴取
　農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領の第９の１の（１）の規定に基づき、第三者である京都府丹後広域振興局　地域づくり振興課　河
北能希主幹から評価に当たり意見の聴取を行った。第三者及び意見聴取の概要は以下のとおり。

【第三者】
京都府丹後広域振興局　地域づくり振興課　主幹　河北能希

【意見聴取の概要】
　コロナ禍で、当初予定事業が余儀なく変更となったものの、加工品の開発や、広報活動、京都与謝野ホップ生産者組合との連携事業等に取り組み
ました。

都道府県 市 町 村 事 業 実 施 主 体 名 評 価 評 価 コ メ ン ト



別紙２

与謝野ホップ振興協議会 目標年度

与謝村 令和４年度

京都府丹後広域振興局　地域づくり振興課　主幹　河北能希 農林水産業
関係者

消費者 その他

 （Ａ）　　　　　　　　（Ｂ）　　　　　　　　（Ｃ）重点指導対象      

 （Ａ）　　　　　　　　（Ｂ）　　　　　　　　（Ｃ）重点指導対象      

 （Ａ）　　　　　　　　（Ｂ）　　　　　　　　（Ｃ）重点指導対象      

 　　　　　（Ａ）　　　　　　　　（Ｂ）　　　　　　　　（Ｃ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

※複数名の学識経験者等第三者から意見聴取している場合、第三者間で調整した意見結果を記載する。

（任意評価様式第１号）

農山漁村振興交付金（山村活性化対策）　評価シート　

１．事業実施主体(評価者) 事業開始年度 事業実施期間（令和４年度）

２．取組振興山村名 令和２年度  令和４年５月１６日　～　　　 令和５年３月３１日

３．事業費（うち国費） 4,587,141円（4,121,168円）

４．第三者氏名

５．事業評価

総合評価

○　取組の実施状況や目標の達成に必要な取組が十分に行われたか。
　　　（①から④までを踏まえた総合的な評価）

評　　価
（該当に○）

①　取組状況

○　目標の達成に資するのための取組が行われたか。

評　　価
（該当に○）

②　事業実績

○　事業実施計画の目標は達成できているか。

評　　価
（該当に○）

③　実施体制

○　事業実施主体の取組体制は十分に機能したか。

評　　価
（該当に○）

④　その他

（評価理由及び助言等のコメント）

評価：地域にある特産品を活かした地域の活性化を目指している。

助言：ホップの活用については、貴重な資源であると思われますので引き続き関係者と連携を図り町の活性化に寄与していただきた
い。

（評価理由及び助言等のコメント）

評価：HP等でＰＲするなどの努力が行われている。

助言：RMO事業等との連携を検討してはどうか。

（評価理由及び助言等のコメント）
評価：与謝野町内でのホップ栽培の認知度がアップする中、与謝野町に惹かれ移住する方も増えており、ホップ関係の雇用にもつな
がっている。
　　　令和4年度与謝小学校でホップキャンプのイベントを通じて、交流人口の増加、HP等を通じた町のアピールを実施し、資源を活
用しようと動きが見　受けられた。
助言：販売額が厳しい部分もあるようだが、引き続き情報、関係者との連携を通じて発展してもらえればと思います、

（評価理由及び助言等のコメント）

評価：関係機関と緊密に連携し、広報活動や、商品開発等に取り組んでおり、体制は十分に機能している。



１．第三者の氏名、住所 ３．第三者の経歴
①

H5年4月京都府入庁（京都府中丹土地改良事務所）。
以降、現与謝野町を管内とする宮津地方振興局等を経て、
H30年5月から京都府丹後広域振興局農林商工部に配属となり

② 住所： R4年5月から同部地域づくり振興課の主幹兼企画活性化係長。

２．第三者に選定した理由

別紙２
（任意評価様式第２号）

　　学識経験者等第三者について

与謝野ホップ振興協議会

氏名：河北能希

京都府京丹後市峰山町丹波855

　京都府丹後広域振興局　河北主幹は京都府農業職として採用され、
府内の農業に精通されており、農業に関する知識、経験は問題ないと
思われます。また丹後広域振興局管内での勤務歴も長いため、本町
の事情にも精通されており、適任と判断したものです。



令和４年度
事業開始
３年目

取組年度

※ 当該年度に開発等した数字を上段に、当該事業で開発等した総数を下段に括弧書きで記載して下さい。

・与謝野ホップ使用限定ビール
・与謝野ホップ使用クラフトコーヒー

別紙２
（任意評価様式第３号）

京都府与謝郡与謝野町 与謝野ホップ振興協議会

農山漁村振興交付金（山村活性化対策）

商品開発数 商品改良数 販売商品数 新規雇用者数
7 7 2 1

（2） （2） （2） （1）

○今後の事業構想

令和４年度

　令和5年度、町内にクラフトビール醸造施設ができることから、連携をし、WINWINになるよう取り組む予定です。



別添
（任意評価様式第４号）

参考資料（開発商品一覧）（R2） 与謝野ホップ振興協議会

与謝野ホップ使用ビール（改良） 与謝野ホップ使用ビール（改良）

与謝野ホップ使用ビール（改良） 与謝野ホップ使用パン（開発）



別添
（任意評価様式第４号）

参考資料（開発商品一覧）（R3） 与謝野ホップ振興協議会

　ホップオイル（開発） 　ホップピザ（開発）

　ホップジュース（開発） 　ホップアクセサリー（開発）



別添
（任意評価様式第４号）

参考資料（開発商品一覧）（R3） 与謝野ホップ振興協議会

　ホップチョコ（開発）

　ホップパスタ（開発）



別添
（任意評価様式第４号）

参考資料（開発商品一覧）（R4） 与謝野ホップ振興協議会

　与謝野ホップ使用コーヒー（開発）

R４　与謝野ホップ使用ビール（改良）

与謝野ホップオイル（開発）



別添
（任意評価様式第５号）

参考資料（取組の紹介記事等） 与謝野ホップ振興協議会

与謝野ホップ使用ビール受賞
（オーストラリアン　ビアアワード）

（製作者　SVB京都）
（SVB京都：与謝野町長面会）



参考資料（取組の紹介記事等） 与謝野ホップ振興協議会



参考資料（取組の紹介記事等） 与謝野ホップ振興協議会



参考資料（取組の紹介記事等） 与謝野ホップ振興協議会



参考資料（取組の紹介記事等） 与謝野ホップ振興協議会

与謝野ホップ・BEERキャンプ＠与謝小



令和４年度
事業開始
３年目

１：展示商談会出展 　２：展示商談会出品のみ 　３：Web商談会参加

１：展示商談会（R4.9.16～18又はR5.2.15～17）に出展した
２：展示商談会（R4.9.16～18又はR5.2.15～17）に出品のみした
３：Webマッチング商談会に参加した

○対象商品、参加状況等

○得られた課題や商談の成約状況等

○（参加後の）取組への反映・フィードバック状況、今後の取組方針等

別紙２
（任意評価様式第６号）

京都府与謝野町 与謝野ホップ振興協議会

山の恵みプロジェクトへの参加実績

（対象商品）
・与謝野ホップ使用ビール
・与謝野ホップ
・与謝野ホップ使用コーヒー
・参加者３名

・通常の営業活動は関西が中心となるが、首都圏での初めての営業活動となり、その場では具体的な取引までは行きませんでしたが、多数の業者
と名刺交換を行い、商談会終了後、取引となった案件が数件出ました。今後もできる限りこのような機会を活用し、広報活動に努めたいと思いま
す。

・参加したイベントがクラフト・リカー展でしたので、同業者もおられましたが、日頃接することのない多くの方に関心をもっていただけまし
た。
・与謝野ホップは手にしたものの実際どうしていいのかわかりにくいので、感触的には今一つでしたが、インパクトは与えられたと思います。
・しかしながら情報発信は必要と感じますので、引き続き参加を検討したいと思います。



令和４年度
事業開始
３年目

※ 事業開始年度から完了年度までの期間中に開発等を行う商品等の取組実績について、各年度毎に実施した取組をすべて選択してください。
※ 入力は評価年度分までです。これから事業を実施する年度分は入力不要です。

別紙２
（任意評価様式第７号）

京都府与謝野町 与謝野ホップ振興協議会

商品開発等取組状況一覧

取組実績

１年目（令和２年度） ２年目（令和３年度） ３年目（令和４年度）

1.資源量・利用状況等調査 2.商品開発・改良 7.開発等完了
2.商品開発・改良 5.商品の市場分析調査 8.販売開始済み
8.販売開始済み 8.販売開始済み
2.商品開発・改良 2.商品開発・改良 2.商品開発・改良

2.商品開発・改良

2.商品開発・改良 2.商品開発・改良 2.商品開発・改良
8.販売開始済み 3.商品の成分分析・調査

3.商品の成分分析・調査

2.商品開発・改良
8.販売開始済み

2.商品開発・改良 8.販売開始済み 8.販売開始済み
8.販売開始済み

商品等名称

クラフトビール

パン

パスタ

コーヒー

ジュース

チョコレート

アクセサリー



別紙様式第13号

殿

印 

　　事業実施概要

令和5年3月31日

  近畿農政局長

与謝野ホップ振興協議会 　会長　山本雅己　

令和４年度　山村活性化支援交付金完了報告書

 　農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領（平成30年３月28日付け29農振第2261号農村振
興局長通知）の第10の規定に基づき、報告します。

事業名 事業実施期間 事業実施内容 交付額

山村活性化対策事業
令和２年度～　　　　　　
令和４年度

・地域農産物（ホップ・クラフト
ビール）の品質向上、製品の多
様化
・地域農産物（ホップ・クラフト
ビール）の販路拡大、販売促進
・クラフトビール醸造所の立地に
向けた検討

20,215,833


